
 ６月２６日（水） 「コミュニティー・スクールって何？」 

 

         学校運営協議会の様子 
 本校は昨年度からコミュニティー・スクールとして歩み始めました。ではこのコミュニティー・スクールとはいったいどんな学校を指すのでしょう。 

   コミュニティーの語源は、communis（ラテン語）で「共有」「共同体」を意味します。では、「誰と」「何を」共有するのでしょう。 

「誰と」→「保護者」・「地域の皆様」と。 

「何を」→「学校・家庭・地域が連携してどんな子どもを育てるか」「そのために、一緒に何ができるか？またそれぞれにどんなことができるか？」、「三者がつながりあ
うための具体的な活動について」など。 

  写真は、昨夜実施された第１回学校運営協議会の様子です。１２名の委員の皆様に参加していただき、顔合わせをした後、今年度どんな目標で、どんな活動をして

いくかについて話し合いました。和気あいあいとした中にも、忌憚のない意見が出され、本気で北小をよりよい学校にしたいと願う気持ちが伝わってきて、たいへんあり

がたく思いました。来月の第２回目の際に具体的なことが決まる予定です。決まったことは随時お知らせしていきます。 

 なお、この取組に対するご意見・ご質問・ご要望がありましたら、遠慮なく学校にご連絡ください。 


